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論文

消費下位文化主導型の地域発展
―東京渋谷 ・青山 ・原宿の 「独立系ス トリー ト・カルチャー」を事例として―

三田知実

1問 題の所在

1980年 代後 半か ら今 日にか けて,東 京,大 阪,神 戸 な どの大都 市で は,大 規模商業集

積 地 区に近 い裏路地 に ブテ ィック,雑 貨店,CDシ ョップ,ヘ ア ・サ ロ ン,ク ラブ,カ フ

ェな どの店舗 や事務所 が増加 した。 それまで,渋 谷パル コに象徴 され るような大資本 に よ

る商業地 区の アメ ニテ ィ形成 が注 目されていたの に対 して,80年 代後 半以降 は,寂 れた

裏路地 に,「独 立系」の小規模 な店舗が 自然発生的 に集積 し,「ファッシ ョン ・ス トリー ト」1)

を形 成 し,若 者 をひきつ けたのであ る。本研究 では,こ のよ うな,日 本 の大都 市に見 られ

る,小 規模 な店舗 か ら構成 され る 「ファッシ ョン ・ス トリー ト」の発展パ ター ンを,「 消

費下位 文化主 導型」地域 発展 として類型 的 に とらえた うえで,東 京 の渋 谷 ・青 山 ・原 宿

の 「独立系ス トリー ト・カルチ ャー」2)を 事例 として,そ の発展パ ター ンの特質 を記述 し,

その意義 について考察す る。

ここで,地 域 発展 を,地 域社 会におけ る経済 的,社 会 的および文化的活動水 準の持続 的

向上 と定義す るな ら,地 域発展 には さまざまなパ ター ンが考 え られ る。従来の地域発展論

は,大 資本や行政が アクター とな って,い かに地域経済 を発展 させ るか とい う観点か ら介

入す る 「行政 ・大資本 主導型」 を想定 す るこ とが多 かった。 それに対 して,1980年 代後

半以降 の 「ファッシ ョン ・ス トリー ト」は,最 初 か ら地域 の商業 的発展 を意図 した結果 と

い うよ りも,む しろ新 しい個性 的な 「スタイル」(定義は後述)を 生産す る ことを目的 とし

た 「独立系」 の人々 の活動 によ り,さ まざまな分野 の店舗 がい くつ も積 み重 なった結果 と

して形成 され たもので ある。 そこで,地 域発 展の担い手であ るアクターの権力 と彼 らの意

図 とい う2つ の点 に注 目す る と,地 域 発展 は,次 の ように類型化 できる(図1を 参照)。

まず アクターの権力 に注 目す る と,行 政 や大資本 な ど巨大 な行政権力や経済権力 をもっ

組織が,地 域 を発展 させて い く 「行政 ・大資本主導」型 と,そ の ような大 きな権力 をもた

ない人 々が 自発 的に社会的ネ ッ トワー クを形 成 し,そ の活動に よって地域が発展 してゆ く

「自発 的ネ ッ トワー ク主 導」型 に区別 され る。 また,ア クターの意 図に注 目す る と,経 済

的資源 や報酬 を獲得 す るために,地 域 の経済的問題 を解決 し,地 域 を活性化 させ てい こう
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とす る 「問題解決志 向」 と,「 ス タイル」 の生産 ・販売 ・消費 を第一の 目的 とし,そ のス

タイルを共有 した人 々のいわば 「下位文化」 を形成 してい こうとす る 「ス タイル志向」に

区別 され る。

この2つ の軸 を組 み合 わせ る と,地 域発展 の類型 と して,「 行政 ・大 資本主導 の問題解

決 志向」,「行政 ・大資本 主導のスタイル志向」,「自発 的ネ ッ トワーク主導の問題 解決志向」,

「自発 的ネ ッ トワーク主 導のス タイル志 向」 とい う4つ の類型が得 られ る
。「行政 ・大資本

主導 の問題解決志 向」 の例 としては,経 済的利益を見込 んだ,大 資本デベ ロッパー による

ター ミナル駅周辺 の ビル開発や,地 域活性化 を目的 とした地方 自治体 による美術館建設な

どを挙 げ ることが できる[建 築思潮研究所編1994]。 「行政 ・大資本主導 のスタイル志向」

の事例 として は,西 武資本 によるパル コ出店 に よる渋 谷の公 園通 りの 「若者 ス トリー ト」

としての活性化 が挙 げ られ る[吉 見,1987]。 そ して,「 自発 的ネ ッ トワー ク主導 の問題

解決志 向」 の事例 としては,寂 れ た地域 を再生 させ ることを 目的 とした青年会議所や地元

住 民のネ ッ トワー クに よる地域再 生活動[矢 部,2000]や,「 コ ミュニテ ィ ・ビジネス」

が挙 げ られ る[加 藤,1997]。

この よ うに,こ れ までの地域発展 に関す る議論 は,「 行政 ・大資本主導」型 と 「自発的

ネ ッ トワー ク主導 の問題解 決志 向」型 を事例 とした ものが多 く,「 自発的 ネ ッ トワー ク主

導 のスタイル志 向」 の地域発展 に光 を当てたもの は少なか った。 しか し,こ の類型の地域

発展 は,日 本 だ けでな く,他 の先進諸 国の都市 において も見 られ,し ば しば ジェ ン トリ

フィケー シ ョンの随伴現 象 として報 告 されて きたばか りで な く[Zukin,1988],近 年で

は直接 そ うした発展 に注 目す る研究 も現れ てきてい る[Zukin and Kosta,2004; Lloyd,

2004]。 それ は,こ の類型 の地域発展が,自 発 的ネ ッ トワー ク主導 とい う点 ではポス ト ・

フォーデ ィズ ム論[Piore and Sable,1984=1993;Toffler,1980=1982]の 関 心 に触 れ

る ところが あ り,ま た,ス タイル 志 向 とい う点で は都市 ア メニ テ ィ論[Florida,2002;

Clark;2003]の 関心 と重な り合 うか らであ る。

さらに,自 発 的ネ ッ トワー ク主導 ・スタイル志向の地域発展 にかかわ る理論 的洞察 は,

すで にパ ー ク[Park,1925=1978]の 「道徳地 域」論 や,フ ィ ッシャーの都 市下位 文化

理論[Fischer,1975=1983]に も認 め るこ とがで き る。彼 らは特定 の文化的選好 を もっ

た人 び との都市 的集 中が,都 市下位文化 を形成す るこ とを洞 察 していた。 スタイル志 向の

自発 的ネ ッ トワー クの形 成 も,独 特 の下位文化 を生成す る。 それゆえ,「 自発 的ネ ッ トワ

ー ク主導 のス タイル志向」の地域発展 は
,「 下位文化 主導型地域発展」 と言 いか えるこ と

が できる。

このよ うに類型 的に整理 してい くと,現 代 日本の大都 市 に見 られ る 「ファッシ ョン ・ス

トリー ト」 の形成 は,都 市 その ものが備 えている文化 的創発性 を示 す現代 的な一形態で あ

り,よ り特殊 には 「独立系 ス トリー ト ・カルチ ャー」 とい う消費下位文化 を形成 して い く

地域発展事例で ある ことが わか る。 そ こで,本 研 究で対象 とす る消費下位文化 による地域
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図1　 「地域発展」の4象 限モデルにおける 「消費下位文化主導型地域発展」の位置

発展 パ ター ンを とくに 「消費下位文化主導型地域発展」 と呼 び,そ の発展 パ ター ンについ

て検討 す る。以下で は,ま ず 「消費下位文化」 を記述す る諸概 念 を構 成 した うえで,そ の

発 展パ ター ンを略述す る。つ ぎに,東 京渋谷 ・青 山 ・原宿 の 「裏路地 」の事例 によって,

この発展 パ ター ンの特質 を具体 的に記述 してい く。最後 に,こ の発展パ ター ンが可能 とな

った条件 や この事例 の もつ意義 と限界 について考察す る。

2　 消費下位 文化 と地域発展 パターン

この節 では,「 消費下位文化」 の概念 とその構 成要素 としてのア クターお よびスタイル

志向 を定義す るこ とによって,消 費下位文化 を記述す る枠組 みを構成 し,消 費下位文化 主

導型地域 発展のパ ター ンを略述 す る。

2.1　 消費文化 ・下位文化 ・消費下位文化

消費文化 とは,人 び との消費生活の様 式であ る。 それは消費者 の選択す る財やサー ビス

のス タイル によって表現 され る。 これ まで,消 費生活 の様式 は,社 会的地位 を特徴 づ ける

生活様 式の一部 として扱われた り[Weber,1956=1976;Veblen,1899=1961],大 量生産

体制 の も とで の消 費 ノル ムで あ る 「スタ ンダー ド ・パ ッケー ジ」[Riesman,1964=1968]

を意味 す るもの として扱 われた りしてきた。 しか し,消 費生活様式が,「 消費文化 」 とし

て概念化 され るよ うになったのは,消 費社会[Baudrillard,1970=1979],す なわち消費

財 の記号 的差異化 によ り多様 なスタイルが生産 され るシステムの成立 によ るところが大 き

い。現代 の消費社会 においては,ス タイル その ものやスタイルの生産 す る主体,ま たそれ
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を消費す る主体 はきわめて多種 多様 なセグメ ン トに分 かれ てお り,消 費文化 は多様 な消費

下位文化 か ら構 成 され るよ うになった とい うことが できよ う。

一般 に 「下位文化 」 とは
,「 外社会 か ら相 対的 に区別 された社会 的ネ ッ トワー ク と,そ

れ にむす びついた特徴 的な価値 ・規範 ・態度 な どによって構成 され る社 会的世界 」であ る

[松本,1992:49]。 狭義 の下位文化 は,「 特徴 的な価 値 ・規範 ・態度」 そのものを指 すが,

それ らが文化 として捉 えられ るの は,そ れ らが集 団的に共有 されてい るか らであ る。 つ ま

り,下 位文化 は,あ る特定の文化 的選好 と,そ れを共有す る人 々のネ ッ トワー クに よって

構 成 されてい る[Zablocki and Kanter,1976;松 本,1985を 参照].こ の意味 において下

位文化 は,か つて シカ ゴ学派が 「社会 的世界 」 と呼んだ もの とほぼ同義 であ る[Fischer,

1984=1996:56]。 したが って,「 消費 下位文 化」 とは,消 費 にた いす る独 特 の選 好 と,

その選好 を表現 してい る財やサー ビスのスタイルを媒介 に形成 された社会的ネ ッ トワー ク

か らな るもので ある。

次 に,消 費下位文化 を構 成す る 「スタイル」 と 「ライフスタイル」 とい う概念,お よび

下位文化 を構 成す る 「アクター」 について順次検討 す ることによって,本 研 究で扱 う消費

下位文化 の概 念 を精緻化 してい こう。

2.2　 消費下位文化 にお ける 「スタイル」 と 「ライフスタイル」

これ まで 「ス タイル」の概 念 は,学 説 上では,と くに美学 の領域 においてマイヤー ・シ

ャピロを中心 に議論 されて きた。彼 によれば 「スタイル」 は 「全体 としての文化の表れで

ある。文化 の統一{生の 目に見 える しるしであ る。(そして)意 味 をもつ期間 を通 じて同一の

文化が共 有す る形 態 ない し特質 」で あ る と定義 され る[Maffesori,1993=1995:27]。 消

費財 の 「スタイル」 にも,こ の定 義 を適用す る ことがで きる。 しか し,消 費下位 文化 は,

さまざまな消費分野(例 えば衣 ・食 ・住)の スタイルが統合 されて,固 有の 「ライ フスタ

イル」を もった下位文化 とな るとい う特質 をもって いる。そ こで,本 研究で は,「ス タイル」

を 「あ る消費分野 において共有 された,表 現 の形態 ない し特質」 と定義す る。

各々の消費下位 文化 は,さ まざまな消費分野 におけ る独 自のスタイル を他 のスタイルか

ら差 異化 し,各 分野 にお ける差 異化 されたスタイルを統合 する ことによって生みだ され る。

消費下位文化 に特徴 的 な 「ライ フス タイル」 とは,「 さまざ まな消費分野 のスタイルの統

合 によって,実 践 され る人々の生活 の形 態ない し特質」 と定義 され る。

消費下位 文化 は,次 の よ うな絶 えまない差 異化 に よって生成 され る。すなわ ち,さ まざ

まな消費分野 にお ける文化生産者 が,各 分野 においてあ る特徴 的なス タイル を生 み出す。

そして各々の分野の特徴的なスタイルが,文 化生産者の分野を超えた共同活動によって統

合 されて,特 徴的なライフスタイルが生み出される。 これ らのライフスタイルは消費者に

よって選択的に受容 され,下 位文化 として認知されるようになる。
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2.3　 消費下位文化 にお ける 「スタイルの生産者」 と 「ス タイルの消費者」

次 に,こ うした消費下位文化 において 自発 的に社会 的ネ ッ トワー クを形成 す るアクター

につ いて考 えてみ る。「ス タイル をつ くりあげ る作業」 においては,人 々はひ とりで活動す

るこ とはない。 たいてい は社会的ネ ッ トワークや集団 を形成 しなが ら固有のスタイル を作

り上 げ,固 有 のライ フス タイルを実践 す る。 スタイル の生産者 は,自 分 が生産 するスタイ

ル に文化的 にコ ミッ トし,消 費者 にもなってい る限 りにおいて,消 費下位文化 を支 えるネ

ッ トワークの中核 に位置す るこ とにな りやすい。

また,消 費下位文化 には,生 産者 のほかに,ス タイルを消費す る顧 客が存在 す る。 こう

した人々 は社会的ネ ッ トワー クや集 団では捉 え られない人 々で あるこ とが多いが,新 しい

スタイル を消費す るこ とによって当該下位文化 のライフスタイル を実践 してい る。 そ して,

あ とか ら既存 の社会的ネ ッ トワー クに組 み込 まれた り,自 発的 にネ ッ トワー クを形成 した

りす る可能性が ある。 こ うした人々は,消 費下位文化 を支 える社会的ネ ッ トワークの 「潜

在的成員」 と呼ぶ こ とがで きよう。 この ように,消 費下位文化 は,生 産者 の緊密 なネ ッ ト

ワー ク成員 と,当 面,消 費者に とどまってい る潜在 的成員 によって構 成 されてい る。

2.4　 消費下位文化 にお ける 「スタイル志 向」

「スタイル志向」 とは,ス タイルの生産 ・販売 ・消費 を第 一の 目的 とし,ス タイル を共

有す る人々 の共 同体 を形 成 してい こうとす る志 向であ る。現代 の消費下位文化 におけ るス

タイル志向 は,新 しいス タイルの生産 や消費を しなが ら新 しいライ フス タイルを実践 す る

こ とを第一 の目的 として,活 動 を行 う志向であ る。本研究 の事例で は,こ の 「新 しさ」は,

当該下位文化 成員 によって,「 クリエイテ ィブ」 と表現 されてい る。「ク リエイ ティブ」 な

ス タイル とは,「 独立系 ス トリー ト ・カルチ ャー」 の成員 に よって構成 され ・実践 されて

いる既存 のスタイル を文脈 として,そ れに沿 った形 でそれ とは異 なる新 しいス タイルを融

合 し再構成 した ものであ る。例 えばパ リの 「ボ ッサハ ウス」 は,「 ボサ ノバ」 とい う既存

のジャ ンルが文脈 とな り,「 ハ ウス」 とい う新規 に作 られた音楽 ジャンル を融合す る こと

によってア レンジされ た ことに よ り,当 該消費下位文化成 員 に とって 「ク リエイ ティブ」

なス タイル なので ある。 このよ うに,現 代 消費下位文化 におけ るスタイル志向 とは,さ ま

ざまな分野 における既存 のスタイル を様 々な方法 で融合 す ることによって,新 しいス タイ

ル を生 みだ し,そ れ らを統合 して新 しい ライ フスタイルを生 み出す ことを第一の 目的 とし

た志 向で あ る。

2.5　 消費下位文化主導型地域発展

では,消 費下位文化主導型地域発展 のパ ター ン とはどの ような ものか。 ある地域 に,新

しい ライ フス タイル を実践 す る ことを望み,そ のため のスタイル を生産 す る既存 の大資

本 ・行政 や地域集 団か ら相対 的に独立 した人々 の緊密 なネ ッ トワー クが形成 され る。 そ し
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て そのネ ッ トワー ク成員 によって その地域 で,さ まざまな分野のス タイルが生産 され,そ

れ を販売す る店舗 が出現 し,潜 在 的成 員 としての顧客が あつ まる。 こ うして,新 しい ライ

フス タイル を実践 す る消費下位文化 が形成 され る。

また,消 費下位 文化 の発展 には地域 のイメージ とい うものが重要で ある。なぜ な ら,そ

のイメー ジが新 しい ライ フス タイルを生産 す るひ とつ の重要 な要素 とな るか らであ る。 つ

ま りメデ ィアを使 ってスタイルや ライ フスタイルの情報 を伝播 させ るこ とに よって,当 該

地区のイメー ジが形成 され る。同時に,メ デ ィアは,消 費下位文化の潜在 的成員 を多数生

み出 し,彼 らによってその地 区でスタイルが消費 される。

そ して,そ うしたス タイルを生産 す るネ ッ トワーク成員が さ らに活動 を続 けることによ

って,「 独立系」 の店舗 の数 はます ます増 える。 また同時にメデ ィア によって当該地 区の

イメー ジが さらに伝播 してゆ く。 こうして この地域 の商業的 アメニテ ィが向上 す る。商業

的アメニテ ィの向上 した場所 には,さ らに潜在 的成員 としての顧 客が あつ ま り地域が活性

化 してい く。

こうして,消 費下位文化 はあ る地域 を螺旋状 に発展 させてゆ く。 こうした地域発展 のパ

ター ンが消費下位文化主 導型地域発展 であ る。つ ぎに,東 京渋谷 ・青 山 ・原宿 の 「裏路地」

の事例 に よって,こ の発展パ ター ンの特質 を具体 的に記述 してい くこ とに しよう。

3調 査方法

東京 の渋谷 ・青 山 ・原宿 にお いて,独 立採算制 で店舗 や事務 所 を運 営 しなが ら文化 的

活動 を行 ってい る 「独 立系 ス トリー ト ・カルチ ャー」 の成員 の活動 にた い して,筆 者 は,

2002年3月 か ら今 日まで参与観察 とイ ンタ ビュー を行 って きた。調査 の対象 は,友 人 ・

知 人の伝 手 をた どるスノーボール ・サ ンプ リングに よるものであ り,現 段 階で60名 ほ ど

の ファ ッシ ョン ・デザイ ナー,ブ テ ィック経営者,カ フ ェ経 営者,ジ ャズ ミュージ シャ

ンや ク ラブDJと 接触 した。 本研 究が事例 とす る地域 は,渋 谷 区神宮 前1～6丁 目の う

ち,い わゆ る 「裏原宿」 や,旧 渋谷川歩道沿 いを中心 とす る 「キャッ ト ・ス トリー ト」周

辺,渋 谷 区東 の明治通 りか ら離 れた 「裏側」地域,代 官山地区の八 幡通 りの裏路地,世 田

谷 区三宿地 区,そ して港 区北青 山,南 青 山の渋 谷区寄 りで,青 山通 りと表 参道の 「裏側」

の地域 である。地域が広域 にわたっているのは,か れ らのネ ッ トワー クが広域 にわたって

い るためで あ り,こ の こと自体,各 地域 に類似 した消費下位文化 のネ ッ トワークが形成 さ

れ,相 互 につ なが ってい るこ とを示 してい る。 また,同 時 に文書資料 として,「 独立系 ス

トリー ト ・カル チャー」 に関す る雑誌や書籍 を参照 し,事 例 調査 をお こなってきた。 また

後述す る原宿 の通称 「キャ ッ ト ・ス トリー ト」付近の穏 田商店街 で商店会代表 を務 めてい

たT氏 へのイ ンタ ビューに よって,当 該地 区の変遷 につ いて把握 した。
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4事 例

4.1　 「寂 れた街 」

今 日の渋谷区や港 区は,商 業施設 や住居 が混在 して いる地域 であ る。そのなかで も,渋

谷区神 宮前,港 区南青山,そ して渋谷 区東 の裏路地で は,共 通 して以下 の ような状況 を経

験 した。(1)バ ブル経済期に極端 な地価 の高騰 によ り,固 定資産税,相 続税 が上が り,住 民

が離れてい った。(2)高齢者 のい る世帯 が多 く,死 亡 による人 口の 自然減 が多かった。(3)住

民で ある高齢者 が親族 のも とに転 出 して い くことが多か った。 以上3つ の要因が重 な り,

空 き家が増 え商店街 は寂れ て しまい,こ の地域 は1980年 代後 半以降1990年 代前半 まで

コ ミュニテ ィ崩壊の危機 にあったのであ る。

例 え ば,明 治 通 りと表 参道 の間 の裏 路 地 に位置 す る渋 谷 区神 宮 前 の穏 田商 店 街 は,

1980年 代後 半 の コ ミュニ テ ィの崩 壊 に よ り,周 辺 商業施 設 を利 用 す る顧 客 に も相 手 に

され るこ との ない,「 寂れた商店街 」 とな って しまっていた。穏 田商店街 で八 百屋 を営み,

商店会 の会長で あったT氏 は,次 のよ うに語 ってい る。

「年寄 りが多 くて ,み んな出て行 って しまって,表 通 りは ブラン ドとか ファッシ ョ

ンのお店 はた くさんで きて るなかで,裏 側 にあ るわれわれ の町 は本当 に寂れた状態だ

ったね アノ頃 は。や っぱ りキー になるのがバブルの ときの地上 げで,相 続税が払 えな

くなった家族が た くさん出て きた り,あ とは一人では もうここで生活で きな くなった

老人が 出て行 って しまって,空 き家が多い。 しか も商店 は儲 か らない。 も う穏 田は終

わ りか な と当時 は思 ったね。」(05年1月26日)

渋 谷 区穏 田商 店街 に象徴 され るよ うに,1980年 代後半 か ら90年 代 前半 まで渋谷 ・青

山 ・原宿 の 「裏路地」 は,い ずれ もコ ミュニ ティの崩壊 とい う大 きな問題 をかかえていた。

これ らの地域 では,か つ ての地域 の中心商店街で あった通 りに人 がほ とん ど歩 いていない。

商店街 の両側 には店舗が並 んでいるに もかかわ らず シャッターの下 りてい る店 や営業 して

い るかいないかわか らない店が 目立 ち,空 き家が多 い。 この ように これ らの地域 は概 して,

空虚 で賑 わいのない 「寂 れた」雰 囲気 をかも し出 して いたのであ る。

4.2　 「独立系 ス トリー ト ・カルチャー」 の形成 と地域 発展

しか し1980年 代後半 以降今 日まで,渋 谷 ・原宿 ・青 山の 「裏路地」 において,フ ァッ

シ ョンブティ ックや ファッシ ョン事務所,雑 貨店,CDシ ョップ,ヘ ア ・サ ロ ンな どさま

ざまな分野 の店舗 や事務所 が増加 した。 これ らの店 や事務所 は,「 ク リエイ テ ィブ」なス

タイル をつ くるこ とを目標 とした 「独 立系」 の人 に よって独 立採算 制で運営 されてい る。

彼 らは友 人ネ ッ トワークを形 成 して活動 し,「 独立 系ス トリー ト・カル チャー」 を形 成 し
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てい った。「独 立系ス トリー ト ・カルチャー」の担い手の活動 と,地 域発展 のプ ロセ スを伝

聞に基 づいた記述 をす ると以下 のよ うになる。

「裏原 宿」で は
,文 化服装学院 出身 の服飾 デザイナーで ある長尾智明(Nigo)と 高橋盾

(Jonio)と ヒカルが,藤 原 ヒロシ ・高木完 と友人関係 を形成 し,1989年 に 「ア ンダーカ

バ ー」 とい うブ ラン ドを立 ち上 げた。 そ して1993年 に 「A BATHING APE」 とい うブラ

ン ドを,1995年 に 「AFFA」 とい うブラン ドを裏原宿 の古いアパ ー トの一室で立 ち上 げた。

いずれの ブラン ドも,1993年 に開店 した 「Nowhere」 や,1994年 に開店 した 「AFFA」,

1995年 に開店 した 「BOUNTY HUNTER」 といった裏原 宿で の店舗 に よって販売 された

[石 山,1999]。 また1997年 頃 か ら上記 デザイ ナーたち の友 人で もあ り,彼 らが生産 し

た ファ ッシ ョンをモデル にコーデ ィネ ー トす る ことを主 な仕事 としたスタイ リス トの熊

谷隆 志が,自 ら 「グラン ド ・キャニオ ン(GDC)」 とい うブ ラン ドを立 ち上 げた。 この ブ

ラ ン ドは,1997年 にオー プン した裏原宿 の 「Ready Made」 とい う店舗で取 り扱われた。

この事例 におけるブ ラン ドや ファ ッシ ョン ・デザ イナーは,『 宝島』『ポパ イ』『メ ンズ ・ノ

ンノ』 な どの雑誌 に大量 に取 り上 げられ 「裏路地文化 の火付 け役」 として多 くの若者 に認

知 され,彼 らが運営す る店舗 はた くさんの顧客 を取 り入 れていった。

こうして,裏 原 宿,キ ャ ッ ト ・ス トリー ト,代 官 山の裏路地 には1993年 か ら2003年

まで におよそ50店 舗 ほ どの洋服 屋,ブ テ ィ ック,ま た1997年 ころか ら今 日まで30店

舗 ほ どのヘ ア ・サ ロンな どが開店 し,街 を発展 させ ていったので ある。

また,フ ィール ドワー クによ り,こ う した新規 の店舗 の運営者 や フ ァッシ ョン ・デザ

イ ナー はほ とん どが文化服 装学 院,フ ァ ッシ ョンデザ イ ン専門学校 や美容専 門学校 出身

者 で あ り,お 互 いが友達 もし くは知 り合 い関係 にな りやす く,友 人ネ ッ トワー クを拡大

で きた ことが確認 された。例 えぼ様 々な分野 の 「独 立系」の人 によって形成 され た 「Flip

Fantasia(フ リップ ・フ ァンタ ジア)」 とい うネ ッ トワー クが本研究 の事例 地域 に存在 し

てい る。

また彼 らは,店 舗 の経営 だけではな く,海 外や 日本 のマイ ナー な若手デザイナーの仲介

を行 いなが ら,手 作業 で衣服 やア クセサ リーな どを生産す る事務 所 も多数立ち上 げていっ

た。多数の 「独 立系」 の人 々の証言 か ら,裏 原宿 を中心 とした 「独立系」の人々のネ ッ ト

ワー ク成員 の数(店 舗 のオー ナーか ら従業員 まで すべてを含む)は1995年 頃 は60人 ほ

どで全 員が お互 いに知 り合 いで あったが,2000年 になる と全員 が直接 知 り合 いで な くな

り,700人 ほ どにのぼる と言われ ている。 しか し彼 らはお互いが友達 や知 り合 いでない場

合 で も 「ツース テ ップ ぐらいで友 達 にな る」(多数 の 「独立系 」の人 々の証言)こ とが多

いのであ る。 また このネ ッ トワー ク成員 の一人で もあるファッシ ョン ・バイヤーである才

ザ キに よれば,1994年 頃 には本研 究が事例 とす る3地 域 だけで ファッシ ョン専門店 は40

店舗,事 務所 も20軒 ほ どで あったが,2002年 現在 で はフ ァッシ ョン専 門店 は200店 舗

以上 に増加 し,事 務所 も100軒 ほ ど存在 した とい う。
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で は,こ うした東京の 「裏路 地」「すき ま」 におけ る 「独立系」の人々 は,ど の ようなか

たちで活動 を行 ってい るのであ ろうか。東 急代官 山駅近 くのマンシ ョンの一室 で 「ク リエ

イ ティブ」 なスタイル の靴や洋服 を製作 ・販売 をす る 「Pibble」 とい う事務所 のオーナー

で あ り,先 述のオザ キの親友 であ る大 曽根 に よれぼ以下 の とお りで ある。

「みん なこの界隈の ひ とたちは,独 立 してフ リーで(仕 事 を)や ってい るやつが多い。

ファッシ ョン とか音楽 とか,飲 食 とか分野 に こだわ らず にみんな仲 良 く人間関係 を拡

げてい って,ク リエイテ ィブな もの とか音(楽)と かいろんなの を作 ってい るんだ よ。

だ いたい渋谷 ・原宿 ・代官(山)・ 青 山の フ リーでやってい るやつ らは,俺 の友達 は

多い。(中 略)資 金繰 りとかは大変 だ よ。少量生産 で こだわ りの あるもの しか作 って

な い し,売 らない し。で も会社 とかに属 していた ら,『 お堅 い』か らこだわ りのあ る

斬新な もの とか作れない じゃん。だか ら独 立 して フリーになって,こ んなマ ンシ ョン

の一室で細々 とや って ます。」(02年3月2日)

このイ ンタビューか らも分か る とお り,本 研 究で登場 した こうした 「独立系」の人たち

へのイ ンタビューの結果 ,こ うしたネ ッ トワー ク成 員は,リ ジ ッ ドな組織 に所 属 していな

いために,分 野 内外 の ことにかん して 自由に情報交換 や意見交換 を しあい,「 コラボ レー

シ ョン」 とい う共 同的創作活動 を行 うこ とが で きるため,「 ク リエイテ ィブ」 なスタイル

をた くさん生み出す こ とがで きたのであ る。

つ ま り本研 究が事例 とす る 「裏路地」 には,こ うした 「クリエイティブ」 なス タイル を

生産す る 「独立系」 の人々 の友人ネ ッ トワー クが存在 し,彼 らによって生産 された商品 を

販売す る 「ク リエイ ティブ」 なス タイルの洋服屋,セ レク ト ・シ ョップ,雑 貨店やカ フェ

といった 「独 立系」 の店舗 が立地 し,こ れ が,た くさん の潜在 的成員 を取 り込 み,「 独 立

系 ス トリー ト ・カル チャー」 を叢生,維 持,発 展 させていった。 その結果,地 域経済 も活

性化 して いったので ある。

4.3　 店 が増 えた事情

で は1980年 代後 半以降 になぜ,こ うした人 々による店舗が,裏 路地 において急激 に増

え,「 独立 系ス トリー ト ・カルチ ャー」 を叢生 して きたのか。 それ を土地 的な事情 とい う

視点か ら検討 してみる と,以 下 の4つ をあげる ことがで きる。

ひ とつ めは,渋 谷 ・青 山 ・原宿 の裏路地で 「独立系」 の人々の諸活動 が顕在化 し始 めた

1990年 代半 ば とい う時期 は,バ ブル経済 崩壊 後地価 の下落 が進行 し続 けた結果,過 去 に

比 べて比較 的容易 に,店 舗 を借 りることがで きるよ うになった こ とであ る。

2つ めは,比 較 的高齢者 が多 く,こ うした住民が親族 のも とに移 った り,死 去 した りす

ることに よって空 き家 になったために,ブ テ ィックや カフェ といった店舗 に建 て替 え るこ
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とが容易 になった とい うことである。

3つ めは,こ うした地域 において,土 地 を保有 し続 けることのできた 「金持ち」の地主

の子 息が,「 独立系」 の人々 となって活動 をは じめ,こ うした 「土地持 ち」 の人 々 と友 人

ネ ッ トワークを形成 すれば,こ れ らの地域 において活 動す ることが比較的容易で あった と

い うことであ る。例 えばヤスシ とい うグラフィック ・デザイナーは裏原宿 ・北青山地区 に

点在 した土地 や物件 を所有 する地主 の息子で ある。彼 と交遊 のある若手デザイ ナー は,比

較 的安価で彼 の所有 す る物件 を,ス タジオやオ フィス に利用 するため借 りて いるので ある。

4つ めは,「 独立系」 の人 々が渋谷 ・青山 ・原宿近辺 に集 まって くる事情が挙 げ られ る。

独立系 カフェ 「アプ レミディ ・グランク リュ」の フー ド ・プ ロデューサ ーを経て,現 在 は

三宿 のカフェ 「Kong Tong」 のオーナーであ る田島大地へのイ ンタビュー一か ら,こ の事情

を窺 い知 る ことが できた。

「結局俺 らがや ってい るこ とは
,も っ とあた らしい こ とを追求 して いるだけなんだ

よね。細 々 と裏路地 とか ビル の目立 たない ところで店 を開 くってい うのは,家 賃が安

いってい うや りやす さだけ じゃない。『新 しさ』 とか 『クリエイティブ』 とか を求 める

にはや っぱ りあ る程 度 スタイル とか事情 を分 かって くれ る人た ちが集 まるポテ ンシ

ャルの あ る渋谷 とか この近辺 じゃな きゃダメだ よね。俺 の友 達 とかみん なそ うい う

考 えだか ら 『裏』 とか 『す きま』 にあつ まるん だろ うね。(中 略)一 番 意識 す るの は

「109」 とか 「ラフォー レ」的かな
。 もうぜ んぜ ん斬新 じゃないか らね。(中 略)俺

らはメジャーなカルチャー とは一味違 った 『サ ブカル』を実践 しているか ら,(中 略)

マイナーな ところを選 ぶんだよ。」(02年12月31日)

1970年 代前半 において,当 該 時期 に開発 された公園通 り界隈 の ファッシ ョンビル 「パ

ルコ」,渋 谷駅 ハチ公 口の ファッシ ョンビル 「109」,「 原宿 ラフォー レ」や外苑前 「ベル ・

コモ ンズ」 な ど,当 時 として は 「ク リエイテ ィブ」な商業施設が ,「 ク リエイテ ィブ」 な

スタイル を嗜好,ま たは生産す る人 び とを商業集 積地 に集 めた。 その後,そ うした商業集

積地が 「クリエイテ ィブ」なスタイルで はな くな った とのちに 「独立系」の人 となった人 々

に判断 され た1980年 代後半 頃(多 数 の 「独立系」の人 々の証言)か ら,「ク リエイ ティブ」

なス タイル を好む人 々は,自 らの力で 「パル コ」や 「109」 「ラフォー レ」 な どが供給 し

てい たス タイル をア レンジ して,さ らに 「ク リエイテ ィブ」 なスタイル を創造 し,実 践 し

てい った。 そ して彼 らが選択 した創造,実 践の場所 は,既 存 のスタイル を 「文脈」 として

いるこ とや,既 存 の商業的 アメニ ティの集積か らの波及効果 による集客性 といった理 由に

よ り,渋 谷 ・青山 ・原宿 の 「裏路地」や 「す きま」であった。

以上の よ うに,渋 谷 ・青山 ・原宿の 「裏路地」 で家賃 の下落が起 こった こ と,空 き家 の

増加 に ともな い個人経営で の商業施 設が出店可能 になった とい うこと,こ の地区の住宅地
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の地主 の子息が身 内の土地で商業施設 を運営 した り仲 間に土地や物件 を貸 した りす るこ と

が可能 にな った こと,そ して当該地域 が も とも と消費文化 の集 積地で あ り,「 独立 系」の

人が活動 しやす い環境 であった とい うこ と,以 上4つ が これ らの地域 において 「独立系 」

の人 々が増加 し,「 独立系ス トリー ト ・カルチャー」 が叢生 した要 因なので ある。

4.4　 メデ ィアによるイメージ形成

こうした 「独立系」 の人 々は,渋 谷 ・青 山 ・原宿 の裏路地 な ど1990年 代 に入 るまで注

目され て こなかった地域で局所的 に実践 されてい る 「独立系 ス トリー ト ・カル チャー」 を

広 く認知 しても らい,潜 在的 なネ ッ トワー ク成 員を増 やす ことを 目的 として,新 しい下位

文化 イメージの獲得 に力点 をおいていた。

た とえぼ 『宝 島』『ポパイ』 といった 「裏路地文化 」にスポ ッ トをあてた情報誌が 「独立

系」 の人 を有名 にさせ,ま た 『メ ンズ ・ノ ンノ』『mini』『ブルータス』『リラックス』『Smart』

といった東京 の 「独立系 ス トリー ト・カルチ ャー」を取 り扱 うファッシ ョン情報誌が,先

述 のヤス シの友人 であ るM氏 とい うファッシ ョンプ レスが運営 す る各誌 に共 通の情 報 を

与 え る取材事務局 な どによ り,編 集者が得た情報 か ら街 を大胆 で魅 力的な言 い切 りを用 い

たタイ トルや見 出 しで戦 略的 に表現す る ようになった。それ によって 「ファッシ ョン性」

とい うものが場所 に対 して付与 され,既 存の場所 のイメージ よ りも 「かっ こいい」「スタイ

リッシュ」 なイメージ として差別化 され た。 これ らのメデ ィアは,結 果 的に読者 の消費欲

に訴 えか ける ことで場所 を 「商品化」す る役割 を担い,「 ク リエ イテ ィブ」なス タイル の

消費下位文化 のあ る場所 とい うアイデ ンティティを生み出す こ とで,実 際の街 に大 きな影

響 を及 ぼ したのであ る。

た しかに こうした雑誌 メデ ィアによる地域 の活性化 は どのパター ンの地域発展 に も見 ら

れ る。 しか し,本 研 究が事例 とす る消費下位文化,と くに 「独 立系ス トリー ト ・カルチャ

ー」 の場合 ,雑 誌 メデ ィアの製作者 も出版社か ら委託 を受 けた 「独 立系」の企画者,編 集

者,カ メ ラマ ンやモデルであ ることが多 い。「独立系ス トリー ト・カルチ ャー」の ような消

費下 位文化 において は,「 自分 たちを発信 す る」雑 誌 を中心 としたメデ ィア を保有す るこ

とが多い。

この よ うにメデ ィアに よる地域 の新 しいイメージ形成 によ り,こ うした地域 にた くさん

の 「独 立系ス トリー ト・カルチ ャー」 の潜在 的成員 を呼 び込 み,経 済的 に潤 った街 に発展

させてい った。

4.5　 意 図せ ざる帰結 としての地域発展

この 「独立系」 の人々 は,ま ちづ くりや地域 の発展 を 目的 として地域 を活性化 させて き

た ので はない。 た しか に本研究が事例 とした 「独 立系」の店舗 は,先 述 の通 りメディアを

使用 す るこ とによ り,人 気 が出て多 くの潜在 的成 員 を集 めた。 しか し,「 独 立系」の人 々
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は 「ク リエイ ティブ」なス タイル を生産 ・販 売 ・消費す ることを第一 の目的 としてい るの

で あって,商 売の繁盛,地 域発展 や既存 の地域社会 にたいす る貢献 な どは,毛 頭考 えてな

か った。つ ま り現在 の ような地域 の活性化 を誰 も全 く意 図 していなか ったので ある。実際

先述 の穏 田商店街 のT氏 も 「ま さか こん な街 にな る とは正直 思って もいなかった よ」(05

年2月22日)と この地域が 「地域発展」 した ことへ の感想 を述べてい る。

また,「 独立系 ス トリー ト・カル チャー」の担 い手で あ る先述 の ラン ドキャニオ ンの熊

谷 氏 も

「別 に このエ リアを再開発 しよ う と思 って ,み んな集 まって来 て るわ けじゃない。

自然 だ よ。個性 を求 めてい るやつ らが 自然 に集 まってきたんだ よ。で も,こ こまで店

が集 まって,一 つ のカルチャーを持 ったス トリー トになるなんて,誰 も想像 してなか

ったはず だぜ。」(01年8月20日)

と述べ ている。 そ して外苑前 のビル の7階 とい う目立 たない場所 で 「ク リエイテ ィブ」な

スタイル のカフェ 「Favela」 を運営 してお り,先 述の 「独立系」の人々のネ ッ トワー クの

なかで とりわ け有名 なアラキは,

「斬新 であた ら しいスタイル とか作 って
,東 京 とい う場所で ひ とつのハイパー ・ク リ

エイ ティブなカルチ ャー をつ くるこ とが俺たちの 目的 とい うか,(中 略)別 に儲 か ら

な くて もいい もん。(中 略)商 売や って るつ も りはほ とん どないね。 だか ら前か ら言

って るけ ど俺 らのや ってる こ とをビジネス として考 え られ た ら迷 惑なんだ よ。(中略)

あ と 『まちづ くり』 とか,『 寂 れた街 を リノベー シ ョン しま しょう』 とか,(中 略)

そんな こ と一回 も考 えた こ とないわ。俺 らは大企 業 とか行政 とかがや る地域再生 とか

都 市再開発 とか に自分 たちの活動 を利用 され た くないか ら。(中 略)正 直 言って俺 ら

が東京 の寂 れた地域 を開拓す る意図が あったなんて毛頭思わ ないでほ しい。」(03年1

月1日)

と述 べてい る。彼 らの証言 か ら分 か るとお り,こ の地域 は,経 済活動 を第一 の目的 としな

いが結果 的に経済活動 を行 っている 「独立系」 の人 々の活動や メディアによる地域イ メー

ジの形成 によって,多 くの潜在 的成員 が流 れ込 み,経 済 的に潤 う街 になった。つ ま り,本

研究 で事例 としてきた地域 の経済的活性化 は,意 図せ ざる帰結で あった。

5考 察

本研 究が明 らか に して きた消費下位文化主導型地域発展 は,自 発 的ネ ッ トワー ク主導型
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でス タイル志向の地域発展 パター ンの特殊 ケースで ある。事例研 究か ら,そ れは次 のよ う

なパ ター ンをた どるものであ ることが示 され た。 ある地域 に,新 しい ライ フスタイル を実

践す るこ とを望み,そ のためのスタイルを生産す る大資本 ・行政 や地域集 団か ら相対 的に

独 立 した人々の緊密なネ ッ トワー クが形成 され る。 そ して そのネ ッ トワーク成員 によって

その地域 で,さ まざまな分野 のスタイルが生産 され,そ れ を販売す る店舗が 出現す る。 そ

して,そ うしたス タイルを生産 す るネ ッ トワーク成員が さ らに活動 を続 け ることによって,

「独 立系」 の店舗 の数 はます ます増 え る。 また同時 にメデ ィアによって当該 消費下 位文化

や地 区のイメージが さらに伝播 してゆ く。 こうして この地域 の商業的アメニティが 向上す

る。 商業的 アメニテ ィの向上 した場所 には,さ らに潜在的成員 としての顧 客が あつ ま り,

結果 的に地域 が活性化 してい く。事例 が示す よ うに,こ の発展パ ター ンは,ス タイル生産

を原動 力 とす る意 図せ ざる帰結 としての地域発展で ある と特徴 づ けることが できる。

こうした地域発展 を可能 に した要 因は,事 例 によれば,次 の4つ であ る。ひ とつめ は渋谷 ・

青 山 ・原宿 の 「裏路地」 で家賃 の下落が起 こったこ と,2つ め は空 き家 の増加 に ともない

個人経営 での商業施設 が出店可能 になった こと,3つ めはこの地区の住宅地 の地主 の子息

が身内の土地 で商 業施設 を運営 した り仲 間に土地や物件 を貸 した りす ることが可能 になっ

た こ と,そ して4つ め は,当 該地域が もとも と消費文化 の集積地 であ り,「独 立系」 の人

が活動 しやすい環境 であった とい うこと,以 上4つ が これ らの地域 において 「独立系 ス ト

リー ト ・カルチャー」主導 の発展 を可能 に した要因で あった。

本研究 で明示 した消費下位文化主導型地域発展 は,事 例 とした渋谷 ・青 山 ・原宿 だけで

な く,東 京,大 阪 な ど大都 市 内部 におけ る既成商 業施 設集積 地 の細街路 や周辺 に妥 当す

る地域 発展パ ター ンで ある と思 われ る。 これ らの大都 市 においては,1985年 以降 にお け

る郊 外へ の人 口移動 や,1990年 代 にお けるバ ブル経済 の崩壊 とい う2つ の要 因 によって,

消費文化 の集積地 であ る中心 的商業地 区の周辺部で著 しい地域経済の衰退 がみ られ,本 事

例 で示 した 「独立系 ス トリー ト ・カルチャー」形成 の条件が共通 に認 め られ るようであ る。

しか し,こ の発展 パター ンは,消 費文化 の集積す る大都市商業地周辺 にのみ見 られ るわ

けではない。最近,大 都市郊外 で も消費下位文化が主導す る地域発展 の事例 があ る。例 え

ば神奈川県鎌倉市,逗 子市,葉 山町を中心 とした芸術家,ミ ュー ジシャンやカ フェ経営者

な どのネ ッ トワー クに よる地域 の商業 的アメニティの向上運動で ある。 この地域 は大都 市

東京 よ り格段 に人 口量は少な く,大 規模商業集積地 もほ とん ど存在 しないが,テ リー ・ク

ラー クの言 う 「自然 な(natural)ア メニ ティ」[Clark,2003]が 豊か な場所 であ る。本研

究 の示 した事例 が,大 都 市の商業 的アメニテ ィ集積 を環境条件 とし,そ の波及効果 として

生 じた もの と大 づかみに とらえ られ るとすれば,自 然 的アメニティの波及 効果 によって も,

消費下位文化 主導型 地域発展 は起 こ りうるとも考 え られる。

本研 究で は,下 位 文化 主導型地域発展 の うち,消 費下位文化主導 のパ ター ンのみ を呈示

した。 しか し,そ れ以外 の下位文化 が主導 す る場合 も考 え られ る。例 えぼサ ンフ ランシ
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ス コのゲイ ・コ ミュニテ ィ[Fischer,1982=2002:342-347;Castells,1983=1997:chap.

14],新 宿 ・新大久保 ・池袋 ・横 浜 中華街 な どのエスニ ック ・タ ウンな どで ある。 こ うし

た地域 も,あ る特定の趣 味やエスニシテ ィな どによって形 成 された下位文化 が地域 を発展

させて きた と考 えることができ る。 これ らを含 めた 「下位文化 主導型地域発展」概念 の一

般化 と精 巧化 は,今 後 の課題 であ る。

こうした限界 にもかかわ らず,本 研究 は,東 京 を事例 とした 「独 立系ス トリー ト ・カル

チ ャー」の形 成を,消 費下位文化主導型地域発展 として類型的 に とらえ ることに より,都

市下位 文化 理論を地域発展論 に結 びつ けた とい う理論 的意義 をもってい る。今後 の課題 と

して,こ の議論を都 市アメニテ ィ論 として再構成 してゆ くことが求め られてい るのであ る。

6結 論

本研 究で は,日 本 の大都市 に見 られ る,小 規 模な店舗 か ら構 成 され る 「ファッシ ョン ・

ス トリー ト」の発展 パター ンを,「 消費下位文化主導型」地域発展 として とらえた うえで,

東 京の渋谷 ・青山 ・原 宿の 「独立系 ス トリー ト ・カルチャー」 を事例 として,そ の発展 パ

ター ンの特質 を記述 し,こ の発展 パター ンが可能 となった条件や この事例 の もつ意義 と限

界 について考察 して きた。

先述 の とお り,こ の地域発展 のパター ンは本研究 が事例 とす る東京渋谷 ・青山 ・原宿 に

限 るもので はない。大都 市の大規模商 業施設 の集積地 の 「裏側」や 「す きま」 といった地

域 にまで一般化 で きる。1980年 代 まで こうした地域 は,先 述の行政 ・大資本主 導型 の地

域 開発 計画 にスポッ トの あて られ る地域 ではなかった。 しか しそれゆ えに このス タイル志

向の文化生産者や消費者が 自然 に集 まるこ とがで きたのであ り,意 図せ ざる帰結 として 当

該地域 は経済的 に発展 していったので ある。 しか し皮 肉な ことに,こ うした地域 は自然 に

発展 を した ことを契機 とし,今 日では次々 と計画的に地域 開発 を企 てる大資本や行政が介

入 し,消 費下位文化 が主導 したパ ター ン とは異なった地域発展 が試 み られて いる。例 えぼ

本研 究が事例 とした青山地区には,最 近 表参道 ヒルズの ような大規模消費施設が数多 く建

て られてい る。 それ によ りこの地 区で は再 び地価 や家賃 が上昇 したため,以 前 と比較 して

「独 立系」 の人が容易 に借 りるこ とので きる物件 は少な くな り
,彼 らに とって活動 しやす

い環境 で はな くな った。それゆ え閉鎖 され る 「独 立系」の店舗 も増 えてお り,ま た 「独立

系」の人のネ ッ トワー クも以前 と比較 して も拡大 していない と経験 的に言 える。 こうした

事情 を考慮すれ ば消費下位 文化主 導型 の地域発展 は,当 該地域 で永続的 に続 くもので はな

い と考 えられ る。大都 市で偶発 的に起 こる消費下位文化主導型 の地域発展 は,大 資本 ・行

政 主導型の地域発展 を必ず誘発 す る とい う特性 を もってい るのか。 そ して それ によ り消費

下位文化 を担 ってい るア クターであ るス タイル志向の文化生産者や消費者のネ ッ トワー ク

成 員は他 の場所 へ移 動 してゆ くのであ ろうか。 こうした問題が今後 の課題 として残 されて



(150) 消費下位文化主導型の地域発展(三 田)

い る の で あ る 。

注

1)　 「フ ァ ッ シ ョン ・ス トリー ト」 とは,洋 服 屋,ア クセ サ リー屋,バ ッグ屋 な ど 「フ ァ ッシ ョ ン」

にか か わ る物 的財 を販 売 す る店 舗 が 集 積 す る街 路 を 指 す 日常 用 語 で あ る。 た だ し本 稿 で は,す ぐ

あ とで 述 べ る理 由 か ら,そ う した店 舗 だ け で な く,カ フ ェ,ク ラ ブ,レ コー ド屋 な ど 「フ ァ ッ シ

ョン」 に 関連 す るサ ー ビス 財 や 情 報 財 を販 売 す る店 舗 も,フ ァ ッ シ ョン ・ス ト リー トの 構 成 要 素

に含 めて い る。

2)　 本 研 究 にお いて,「 独 立 系 」 の 人 とは,大 規 模 な企 業 に所 属 せ ず に独 立 採 算制 に よっ て小 規 模 な

企 業 を立 ち上 げ て店 舗 を 運 営 し,そ う した店 舗 で販 売 され る商 品 の ス タイ ル を生 産 す る人 を さ し

て い る。 そ して,「 独 立 系 ス トリー ト ・カ ル チ ャー 」 とは,「 独 立 系 」 の 人 々 に よっ て 運 営 され て

い る さ ま ざ ま な店 舗,そ れ らが 集 ま る場 所,そ して そ こに お い て 活 動 を行 って い る独 立 系 の人 々

の ネ ッ トワ ー ク,彼 らが 生産 した ス タ イル を消 費 す る客 に よ って つ くられ た ひ とつ の消 費 下 位 文

化 を さ して い る。
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